
① 尿の流出を確認

③ 膀胱内でバルーンを拡張

② 蒸留水を注入

膀胱 膀胱

尿流出あり

膀胱留置カテーテルによる
尿道損傷

膀胱留置カテーテルを留置した際、尿道を損傷した事例が１5件報告されています
（集計期間：２０１０年１月１日～２０１３年５月３１日、第３１回報告書「個別のテーマ
の検討状況」（Ｐ１２６）に一部を掲載）。
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膀胱留置カテーテルを留置する際、尿の流出を
確認せずバルーンを拡張したことにより、尿道
を損傷した事例が報告されています。

膀胱留置カテーテル留置時の手順 事例のイメージ

2 蒸留水を注入

尿流出なし

3 尿道内でバルーンを拡張

1 尿の流出を確認せず



事例が発生した医療機関の取り組み

・膀胱留置カテーテルの留置は、十分な長さの挿入を
　行い、尿の流出を確認した後にバルーンに蒸留水を
　注入する。
・尿の流出がない場合は時間を置き、尿の流出を確認
　した後、バルーンを拡張する。

膀胱留置カテーテルによる尿道損傷
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看護師は、全身麻酔中の患者に１２Ｆｒの膀胱留置カテーテルを挿入した。
膀胱留置カテーテルの留置手順は、尿の流出を確認した後にバルーンに
蒸留水を注入することになっていたが、麻酔科医師は尿の流出を確認しない
まま注入した。テープ固定をする際、尿道口から出血を認めたため、泌尿器科
医師に診察を依頼し、前立腺部尿道の損傷と診断された。止血のため、１８Ｆｒ
の膀胱留置カテーテルを挿入し、予定していた手術を施行した。
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